



　天使大学 看護栄養学部 教養教育科 （2010年10月29日受稿、2011年３月28日 審査終了受理）
授業の記録、蓄積、配信のための基盤構築（第２報）
A Construction of a Fundamental System for
Recording, Storing, and Publishing School Classes (2nd ed.)
　　A system was constructed to electronically record, accumulate, and publish 
the implemented contents of a college lecture on “Statistical Processing,” presented 
by the Department of Liberal Arts and Sciences, School of Nursing and Nutrition, 
Tenshi College. The system is characterized by a combination of existing 
technologies. A hardware-encoder (Twinpact 100) is used for recording.  QuickTime 
DV(H.264) is used as a video format, and QuickTime Streaming Server is used 
for publishing.  In this study, technical aspects such as the format for recording, 
a method for compression and a method for accumulation were considered.  A 




QuickTime (DV) / H.264形式を利用した。配信には QuickTime Streaminig Server を使
用した。本研究では、記録形式、圧縮方法、蓄積方法など技術面の検討と共に、学生の肖像
権の保護についても検討した。
　Key words : 授業の記録　Records of Classes
  授業の蓄積　Storing Classes
  授業の配信　Publishing Classes
  基盤構築　Construction of a Fundamental System
  クイックタイム(ディヴィ ) 　QuickTime (DV)
  エイチ.264　H.264





























































































る90分の授業を QuickTime DV (H.264) 形式で
保存したときのファイルサイズは1.8G Bytes と
なった。iPod Touch 用に H.264 から mpeg-4 に














ハードウェア　Apple Mac Mini G4
CPU/メモリ/HDD　G4 1.25 GHz/1GB/80GB

























＊ 2 QuickTime Player で確認



























　現状の USB 2.0 による外部記憶との接続には
問題はない。しかし、ファイルの容量は大きい
ので、接続形態をより高速な eSATA II/III や





















































































QuickTime (DV) / H.264 を利用した。












 1） Apple, QuickTime Streaming Server 5.5 の管
理（バージョン10.4 以降用）, 2005年。（PDF ファ
イル）
 2） J. Cole and H. Foster, Using Moodle (2ndeds.), 
O'Reilly, 2007.






































が、Mac OS X（10.6 のみ） 用としても提供され














e-mobile の Pocket Wi-Fi を利用して、インター
図７．学外からのアクセス
図８．質疑応答に facetime を利用
－27－
天使大学　紀要　Vol. 11　2011
ネットへアクセスしている（図８）。この場合には、
発信・応答ともにうまくできた。
　iPod（facetime） による質疑応答の最大の特
徴は、声（マイク）だけでなく顔（カメラ）も教
室全体で確認されることにある。声だけの場合は、
教師からの問いに、「わかりません」と逃げてし
まう心理的な障壁は比較的低いようである。カメ
ラの導入で教室に緊張感を高めることができると
考えている。
　本文中にも書いたが、声だけでなく顔も含めて
授業を録画する場合、学生の肖像権には慎重に配
慮する必要がある。
